
　
今
年
は
那
須
御
用
邸
の
設
置
か
ら

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

明
治
天
皇
の
巡
幸
か
ら
那
須
御
用
邸
の

設
置
、
皇
室
ゆ
か
り
の
品
々
、
朝
鮮
王

朝
に
由
来
を
持
つ
李
王
家
と
那
須
に
つ

い
て
も
紹
介
し
、
町
と
皇
室
の
あ
ゆ
み

を
振
り
返
り
ま
す
。

▼
会
　
期　
６
月
21
日
㈰
ま
で

▼
入
館
料　
大
人
3
0
0
円　
※
特
別
展
料
金

　
（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
日
　
時　
６
月
21
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
3
時

　
黒
羽
藩
の
御
用
絵
師
で
、
ア
ユ
の
絵
で
知

ら
れ
る
小
泉
斐
（
1
7
7
0-

1
8
5
4
）

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
　
期　
6
月
27
日
㈯
〜
9
月
13
日
㈰

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

那
須
高
校
タ
イ
ム

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会・

消
費
の
豆
知
識

タ
ウ
ンinform

ation

特
別
展
「
那
須
御
用
邸
1
0
0
周
年

記
念
　
那
須
と
皇
室
の
あ
ゆ
み
」

展
示
解
説
日
（
予
約
不
要
）

ト
ピ
ッ
ク
展
「
小
泉
斐
の
作
品
た
ち
」

那須歴史探訪館
■申込み・問合せ
　那須歴史探訪館☎７４-７００７

　
今
回
は
湯
本
地
区
に
あ
る
喰
初

寺
を
紹
介
し
ま
す
。

　
喰
初
寺
は
、
日
蓮
宗
を
開
い
た

日
蓮
上
人（
1
2
2
2
〜
1
2
8
2
）

の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
、
昭
和
初

期
ま
で
は
喰
初
庵
、
喰
初
仏
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）
に
日
蓮
上
人
六
五

〇
回
忌
と
し
て
本
堂
と
庫
裡
が
完

成
し
、
喰
初
寺
と
称
し
現
在
に
至

り
ま
す
。

　
同
寺
に
は
「
経
題
石
」
や
「
喰

初
仏
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
題
目
碑
」

が
あ
り
、
同
寺
の
本
尊
で
あ
り
、

町
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
題
目
碑
」
は
、高
さ
1
．
26
メ
ー

ト
ル
の
大
き
さ
で
「
南
無
妙
法
蓮

華
経
」
の
7
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
日
蓮
上
人
が
病
気
療
養
の

た
め
那
須
温
泉
を
訪
れ
湯
治
し
た

際
に
つ
く
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
江
戸
幕
府
の
老
中
な
ど

を
歴
任
し
た
松
平
定
信（
1
7
5
9

〜
1
8
2
9
）が
編
纂
し
た
『
集

古
十
種
』
に
よ
る
と
、
元
享
2
年

（
1
3
2
2
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、

日
蓮
上
人
の
没
後
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
え
ま
す
。境
内
に
は
、

東
京
神
田
玉
藻
講
中
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
九
尾
稲
荷
神
社
や
日
蓮
上

人
の
伝
説
が
あ
る
珠
数
割
石
、
昭

和
5
年
の
山
津
波
（
土
砂
崩
れ
）

で
犠
牲
と
な
っ
た
方
を
慰
霊
す
る

た
め
建
立
さ
れ
た
地
蔵
尊
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
喰
初
寺
の
題
目
碑
に
は「
喰
初
」

に
関
わ
る
よ
う
な
様
々
な
伝
説
が

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
措
置
を

お
こ
な
っ
て
も
ご
飯
も
た
べ
な

い
、
言
葉
も
発
し
な
い
あ
る
10
歳

の
子
供
へ
、
題
目
碑
に
生
え
た
苔

を
浸
し
た
水
を
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ

言
葉
を
発
し
、
ご
飯
を
食
べ
た
と

い
う
言
い
伝
え
が
遺
さ
れ
て
い
ま

那
須
町
の

地
域
文
化
遺
産
vol.14

那須の歴史

再発見

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館

　
☎
74
‐
7
0
0
7

喰初寺

扁額（大関増業筆と伝わり家紋がついている）

▼
入
館
料　
大
人
2
0
0
円
（
中
学
生

　
以
下
無
料
）　

〇
那
須
町
で
は
ど
ん
な
戦
争
が
あ
っ
た
の
？

　
那
須
町
で
ど
ん
な
戦
争
、
戦
争
体
験

を
し
た
方
が
い
た
か
を
、
講
座
と
戦
争

中
の
資
料
を
実
際
に
触
れ
て
学
び
ま
す
。

▼
日
　
時　
７
月
15
日
㈬

　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

▼
定
　
員　
15
名

　
（
小
学
4
年
生
〜
高
校
生
）

▼
場
　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　
無
料
（
要
予
約
先
着
順
）

〇
ま
ち
な
か
で
見
る
江
戸
時
代
の
ひ
ら

　
が
な
を
読
ん
で
み
よ
う

　
ま
ち
な
か
で
見
か
け
る
古
文
書
（
変

体
仮
名
）
を
き
っ
か
け
に
江
戸
時
代
の

ひ
ら
が
な
を
読
ん
で
み
ま
す
。

▼
日
　
時　
８
月
９
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
3
時

▼
定
　
員　
20
人　
※
親
子
で
の
参
加
可

　
（
小
学
4
年
生
〜
高
校
生
）

▼
場
　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　
無
料
（
要
予
約
先
着
順
）

▼
期
　
日　
６
月
14
日
㈰

夏
休
み
子
ど
も
向
け
講
座

無
料
入
館
日
（
県
民
の
日
協
賛
事
業
）

す
。
ま
た
、
文
政
年
間
（
1
8
1
8
〜

1
8
3
0
）
に
黒
羽
藩
主
大
関
増
業

の
娘
が
、
同
じ
く
ご
飯
を
食
べ
ず
、

言
葉
も
発
し
な
い
状
況
に
な
っ
た
と

こ
ろ
、
増
業
公
夫
妻
の
夢
枕
に
題
目

碑
に
祈
願
す
る
よ
う
お
告
げ
が
あ
り
、

祈
願
を
続
け
た
と
こ
ろ
7
日
目
に
娘

が
ご
飯
を
食
べ
言
葉
を
発
し
た
と
い

う
言
い
伝
え
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
業
公
は
後
に
お
堂
を
建
立
し
た
と

伝
わ
り
、
そ
の
た
め
本
堂
の
額
に
は

大
関
氏
の
家
紋
「
大
関
沢
瀉
」
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
那
須
湯
本
は
殺
生
石
の
伝
承
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
遺
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
端
を
喰
初
寺
で
は

知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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